
   

 

 

   

2019 年 6 月 18 日(火)群馬県生涯学習センター

にて第26回女性協議会定期総会が、盛大に開催さ

れました。議長には生活クラブ生協の菊川さんが

選出され、第一号議案から第三号議案まで賛成多

数で承認をいただきました。今回２名の委員の改

選と北毛保健生協から新運営委員が決まり、気持

ちも新たに男女共同参画を推進するための活動を

すすめていきます。また、女性協議会の企画にひ

とりでも多くの皆様に参加していただけるような内容

を考えていきたいと思います。 

総会第２部のアトラクションでは ジャズシンガーの

宮原美絵さんと、河波浩平さんをお招きし、日頃の疲れ

から解放されるような素晴らしい歌声とピアノの音色

で会場を満たしていただきました。女性協議会の運営

委員一同頑張って活動してまいりますので、今年一年

間もまた皆様のご協力をいただきたいと思います。ど

うぞよろしく お願いいたします。 

                県連女性協議会会長 女屋美由紀（コープぐんま） 

 

女性協議会総会に初めて参加しました。総会では、日本の社会において男女が平等に尊

重し合い、私たち一人ひとりが不公平さを感じることなく活躍していける社会の実現には、

まだ多くの課題が残されていることを改めて実感しました。また、そういった厳しい状況の

中で県内の男女共同参画に向け、各生協と協力し合い多くの学びや交流の機会を設け多様

な活動に取り組まれている事を知りました。次年度も引き続き SDGs の問題解決を意識し、

男女共同参画の視点から活動を広げていかれるとのことで、大きな期待と共に応援してい

きたいと思います。 

後半のアトラクションでは、宮原美絵さんのテンポよいジャズの歌声に、心地よく素敵な

時間を過ごさせて頂きました。充実した時間をありがとうございました。 

パルシステム群馬 矢野亜里秋 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 



アイスブレイクのようす 

グループ交流のようす 

 

  

 
 

 

会員生協活動交流会

が４月１１日前橋市の生

涯学習センターで開催

され、7 生協 53 名が出

席しました。１０時半から

の基調講演は、女性と

子どものいのちを守る

ぐんま支援センター認

定 NPO 法人ひこばえ理

事長、茂木直子氏の「女

性をとりまく厳しい環境とその対応」でした。茂木氏は認定心理士、家族相談士として米国

TFI認定フォーカシングプロフェッショナル、アウェア認定デートDVファシリテーター、加害者

プログラムファシリテーター等の資格をお持ちで、 

一時間半に及ぶ講演で

は、男女格差や貧困、DV、

いじめ、体罰、パワハラ、

ストーカー等の実態と相

手への尊重、暴力の否

定、正しい価値観に自ら

気付くことの大切さを

話していただきました。

午後のグループワーク

では数人ずつ6グループに

分かれ自己紹介を行った後、講演の感想や今後に生かせることを話しあいました。重いテ

ーマではありましたが、暴力の報道が絶えることのない現代にあって、双方の心理や危険

性の回避を学べた、有意義な活動交流会でした。尚、活動内容の危険性から活動場所の住

所などは明らかにしておりません 

県連女性協議会副会長 藤原京子（利根保健生協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グループ別発表者のみなさん 

認定特定非営利活動法人ひこばえは、女性や子どもたちの一人ひとりが、自分の尊厳を保ち、生き生きと自立

して歩んでいけるような精神的、身体的な援助活動を行っています。 

 子育ての悩み、家族の悩み、職場の悩み及び青少年の心の悩み等に関しては、グループワークや、ワークショ

ップ、研修会等を開催したり、専門の心理士によるカウンセリングを行っています。 

 幼児虐待、若年者の性被害、職場でのパワーハラスメント、家庭内での暴力(DV)等に関しては、「自助グループ」、

「暴力防止プログラム」、「女性のための護身術」等を実施し、被害の拡大防止、教育的啓蒙活動に当たり、人間

性の回復に努めています。そして私たちが平和で、この世に生を受けたことを大切にできる社会を目指していき

ます。（「ひこばえ」ホームページより） 

 

 

間もなく就任２年が近づく折、理事会資料と共に配られる水色の『風』に私が寄稿機会を

いただくとは思いもよりませんでした。基調講演は医療生協が日頃扱う領域から隔たりの

ある「DV」が中心で、出席の男性は針の筵か、まな板の上の鯉の心境で臨んだことと推察し

ます。 

医療４生協の非常勤理事交流会では、参考事例等の情報交換できる場に参加しましたが、

今回は新たに地域３生協の方ともグループワークの機会が持て、大変有意義なひとときと

なりました。持ち帰って関係者、組合員の皆さんにお伝えできるよう心掛けたいと存じます。 

 

群馬中央医療生協 非常勤理事 安藤 勉 

 

 

 

４月１１日基調講演として、認定NPO法人ひこばえ理事長茂木直子氏に、「女性をとりまく

厳しい環境とその対応」と題して講演をして頂きました。 

茂木さんは現在県内で、DV（家庭内暴力）・虐待・性被害等で傷つけられた人々が心身の尊

厳を回復するための安全・安心な場を提供し、自立に向けての新たな人生を歩みだす総

合的な支援活動を行っています。 

ＤＶは身近な問題です。内閣府の調査では、約３人に１人の女性がＤＶ被害を経験してい

ることがわかっています。もし自分や友人が被害に合ったらどうしたらいいのか、を知ら

ない人はたくさんいると思います。今回改めてＤＶについての話を聞きましたが、ＤＶの現

状、デートＤＶ、ＤＶが子供に与える影響などを、とても分かりやすく話して頂きました。 

「女らしさ」「男らしさ」のすりこみは性差別社会が背景にあり、ＤＶから逃げるには、気

づき、勇気、決意などの自己改革と、何よりＤＶとは何かを理解しなければならないことな

ど、今回学んだことを生かして何が出来るかを考えて活動をしていきたいと思いました。 

 

渡邊理枝子（コープぐんま） 

 

 



 

県生協連 中村隆夫会長理事 

 

 

 

 

2019 年度第１回の運営

委員会および女性協議会

運営委員学習会を 7 月 10

日、群馬県生協連の中村

会長に出席していただき

開催しました。 

今年度は 3 名の新しい

運営委員を迎え、新たな

気持ちで、スタートしまし

た。女性協議会も、設立し

てから 25 年が過ぎ、また

第１回目の委員会という事

で設立の目的、女性協議

会の意義を確認しました。 

今年１年間も会員生協との交流、男女共同参画を推進する学習会等

を開催する計画です。今年度は運営委員会の活動のありかたを協議

し、会員生協へ女性協議会として提案できることを検討していきます。

今まで以上に関心をもっていただけるよう、運営委員一同、一生懸命

活動していきますので、 会員生協の皆さまもご協力と企画へのご参

加等をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

女性協議会会長 女屋美由紀（コープぐんま） 

 

 

 

 

                          

          


